
とてもきれい
カスミサンショウウオ、サワガ
ニ、キタカワトビケラ、ヘビトン
ボ、ツツトビケラ　他

きたない
アメンボ、コイ、カワサギ、オイ
カワ

きたない

少しきたない

（三宅橋より）
少しきれい

カワセミ、コイ、コサギ、ミヤマ
クロアゲハ、オイカワ、ハクセキ
レイ　他
ホトケドジョウ、コガタシマトビ
ケラ、サホコカゲロウ、フタバカ
ゲロウ、シマイシビル　他

7

13

８以上

7.5

8以上

4

7

7

7.5

8

22

0.02以下

0.02以下

0.02以下

0.02以下

0.02以下

27.1

26

27

28

13:00

34

34

37

35

28

9:30

10:00

11:30

11:35

三宅橋

弥栄
水辺公園

大宮橋

大宮中学校
付近排水路

五十河

時刻
気温

（℃）
水温

（℃）
ｐＨ ＣＯＤ

亜硝酸
性窒素

見た目 見つけた生き物

《用語解説》
①亜硝酸性窒素…アンモニアの酸化によって大
部分が作られる。水道法の基準は10ｍｇ/㍑以
下。
②ｐＨ…中性は7、竹野川の環境基準では6.5か
ら8.5が望ましいとされる。
③ＣＯＤ…数値が高いほど有機物が多く、汚れ
の程度も大きいとされる。

　
事
業
の
目
的
は

「

自
分
た
ち
の
生

活
に
不
可
欠
な
竹

野
川
と
、

そ
れ
を

取
巻
く
環
境
に
つ

い
て
学
習
す
る
」

こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
調
査
結
果
は
下

記
の
表
一
の
と
お

り
と
な
り
ま
し

た
。

水
質
調
査
で

は
、

尿
な
ど
が
流

れ
込
ん
だ
と
き
に

数
値
が
大
き
く
な

る
亜
硝
酸
性
窒
素

の
数
値
が
低
く
、

下
水
処
理
が
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

川
の
汚
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る

場
所
ほ
ど
ア
ル
カ

リ
性
が
強
く
（

ｐ

Ｈ
）
、

下
流
ほ
ど

Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
が
大
き

く
な
っ

て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

水
生
生
物
調

査
で
は
様
々
な
生

物
を
観
察
で
き
ま

し
た
。

特
に
五
十

河
地
区
で
は
、

水

の
き
れ
い
な
所
で

し
か
見
ら
れ
な
い

希
少
な
生
物
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

参
加
し
た

久
下
和
樹
君
（

竹

野
小
　
六
年
）

は
、
「

見
た
こ
と

も
な
い
水
生
生
物

が
い
て
と
て
も
面

白
か
っ

た
。

た
く

さ
ん
の
生
物
が
み

れ
ま
し
た
。
」

と

喜
ん
で
い
ま
し

た
。

調
査
の
後
、

上
流
の
水
を
バ
ケ

ツ
に
持
ち
帰
り
、

台
所
用
洗
剤
を
混

ぜ
る
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

結
果

は
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
が

四
か
ら
二
十
へ
と

大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

板
倉
教
授

は
「

台
所
用
洗
剤

を
使
っ

た
興
味
深

い
実
験
で
し
た
。

石
鹸
は
自
然
に
分

解
し
ま
す
が
、

川

に
流
れ
た
合
成
洗

剤
は
、

分
解
さ
れ

ず
、

海
な
ど
に

残
っ

て
い
く
こ
と

を
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
」

と

解
説
さ
れ
ま
し

た
。

 
竹
野
川
は
京
丹
後
市
最
大
の
川
で
あ
り
、

市
内
で
源
流
か
ら
、

下
流
ま
で
観
察

で
き
る
川
で
も
あ
り
ま
す
。

八
月
二
十
一
日
に
、

丹
後
と
、

弥
栄
の
地
域
公
民
館

の
共
同
事
業
と
し
て
「

竹
野
川
探
検
隊
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体

で
二
十
五
名
（

丹
後
町
か
ら
は
七
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
は
竹
野
川

の
河
口
か
ら
、

大
宮
町
五
十
河
の
源
流
域
の
全
域
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
講
師

に
京
都
精
華
大
学
の
板
倉
豊
教
授
、

ま
た
京
都
府
丹
後
保
健
所
、

京
丹
後
市
環
境

推
進
課
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。



　夏休み最初の土曜日となる7月21日に、「親
子でドキドキ土器づくり！？～親子陶芸教室」を
実施しました。場所は京丹後市丹後古代の里資料
館の大室屋で行いました。参加は子ども8人、大
人5人の計13人でした。

　参加した人は、思い思いの器つくりに取り組み
ました。また、ユニークな家族の埴輪（はにわ）
を作る人もいました。作品は8月17日に出来上
がり、それぞれの手に届けることができました。

　野外体験活動として、８月９日から１泊２日の
日程で、好天に恵まれ「キャンプ」を鞍内キャン
プ場で実施しました。参加者は、丹後町域の小学
３年から６年生の１９名でした。
　初日は、オリエンテーションの後、食料品の買
出し、テントの設営、竹細工による食器の製作、
食事作りに取り組みました。食料品の買出しでは
決められた金額の中で、自分たちで考えた２食分
のおかずについて、必要な食材を購入する体験を
しました。なかにはデザートまでしっかり購入す
る、買い物上手な班も見られました。また食事作
りでは、牛丼、スキヤキ風煮、中華スープ作りな
どに取り組みました。お米は飯ごうで炊くだけで
なく、空き缶２個と使用済みの割り箸を利用して
炊いてみました。これは1個の空き缶（アルミニ
ウム缶）で炉を作り、その上に0.5合のお米と適
量のお水を入れ、アルミホイルで蓋をした他方の
空き缶をのせ、下から使用済みの割り箸を焚き木
としてご飯を炊く方法です。やや柔らかめでした
が、ご飯が無事炊き上がりました。
　２日目はラジオ体操、食事つくり、遠下地区ま
での約２キロのウォーキングの後、鮎漁体験、川
遊びを行いました。鮎漁体験は市主催の「リー
ダーキャンプ」と同様に取り組みました。実施場
所はやや上流にあたる依遅ヶ尾橋付近で行いまし
た。鮎が入るか不安でしたが、参加者の中には数
匹の魚を捕まえる人もいました。川遊び終了後は
テントを片付け、キャンプ場の清掃の後、それぞ
れ帰途に着きました。
　参加者の荻智子さん（宇川小６年）は、「キャ
ンプでは、ご飯を炊くことが難しかったです。缶
を切るのも少し失敗しましたが、おいしく炊け

ました。川遊びでも、鮎はとらなかったけど、水
切りができるようになりました。楽しかったで
す。」と感想を寄せていました。


